
期日 質問順 質問者 質問内容

１.令和８年度市政運営の基本方針（３本柱）について
（１）基本方針１「物価高騰対策」について
①国の重点支援交付金の活用
②上水道の使用料減免方策
（２）若者世代への支援強化について
①「おみたまっ子応援パッケージ」の具体的拡充・強化対策
（３）新まちづくりの推進について
①茨城空港前エリアの新交流拠点整備内容
②JR羽鳥駅前エリアの新交流拠点整備内容
③小美玉市第３次総合計画のビジョン

２．小美玉市第２次総合計画の５つの基本目標に基づく主要施策について
（１）第１基本目標「みんなの力で磨くまちづくり」について
①国際交流推進室の設置
・台湾との教育、経済等の交流促進
・多言語音声翻訳機の導入
②文化ホールの在り方検討委員会の具体的検討内容
③スマート窓口の内容と開庁時間の短縮
（２）「人を育てる学びの場づくり」について
①幼稚園・保育園の給食費負担軽減内容
②小河城跡地、小川図書館・資料館整備内容
（３）第３基本目標「誰もがいきいきと暮らせる社会づくり」について
①医療相談無料アプリの内容
②保育所等巡回支援事業の内容
③福祉総合相談センターの設置と重層的支援体制整備事業の具体的内容
④高齢者福祉の充実（補聴器購入費助成）
（４）第４基本目標「仕事と暮らしを創造する環境づくり」について
①先進技術導入支援事業の拡充内容

Ⅰ．令和８年度市長施政方針における３つの基本的な考えについて
１．物価高騰対策について
（１）コンビニ等において、各種証明書の発行手数料を減免する事業において、マイナンバーカードをお
持ちでない市民の方々に対する独自の施策はどうなのか見解を求めます。
（２）市長のお言葉でもありました山田方谷先生の「士民撫育」「もの」と「こころ」の幸せを追及する
理念の素晴しさにおいて、「若者世代への支援強化」を待ち望む子育て世代の市民の皆さんへ改めて市長
の施策に対する事も含めてメッセージをお願いします。

Ⅱ．第２次総合計画の５つの基本目標に基づく主要施策の取組について
１．「みんなの力で磨くまちづくり」について
（１）「文化ホールのあり方検討委員会」設置について、市長の方向性と思いを改めてお伺い致します。
（２）DX推進において、職員人件費の具体的、段階的削減計画はあるのか見解を伺います。
２．「人を育てる学びの場づくり」について
（１）子ども第３の居場所の創設は、教育と福祉がワンチームとなるモデルケースになり得ると思います
が、この運用と統括には「官民連携」の視点は不可欠であると思います。運営も含めた組織づくりに対す
る見解を伺います。
３．「誰もがいきいきと暮らせる社会づくり」について
（１）子どもの発達支援専門員の保育園への巡回相談支援事業において、将来的に５歳時検診等（現状医
師確保が未だ課題と認識）へつなげていく事と推察しますが、見解を伺います。
（２）新設される福祉総合センターについて、組織と人材の基準体制は万全か見解を伺います。
４．「仕事と暮らしを創造する環境づくり」について
（１）スマート農業推進について、これまでの農業従事者の皆さんのスマート農業に対する反応の現状及
び機運は醸成されているか見解を伺います。
（２）定額タクシー「おみタク」は、市民の皆さんが待ち望んでいる事業と認識していますが、１回目の
実証運行によって抽出された課題を元に、２回目の実証運行となりますが、市民の皆さんの期待に応えつ
つ、今後の「おみタク」をどの様な完成形にしていく思いなのか、見解を伺います。
５．「安全・安心な生活を支える体制づくり」について
（１）防災ハザードマップの改定において、「自助」と「共助」はやはり確立された「公助」が明確に市
民の皆さんに周知、理解をされてこそ各実共に成されるものと認識しています。この観点からやはり各種
災害を想定した「災害対策本部機能訓練」及び市民の参加の「総合防災訓練」を数年に一度でも定期的な
訓練実施は必要不可欠であると想いますが、見解をお伺い致します。
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１．小児医療のオンライン診療の整備状況について
昨年３月定例会において取り扱った当案件について、市の取り組み状況を伺いたい。
①その後の体制整備の進捗状況について
②体制整備をする上での課題について
③今後施策としての展望について

２．部活動の地域移行に伴う費用負担の軽減について現在、本市では部活動の地域移行
について実証
事業等を実施しているところであるが、取り組み状況を伺いたい。
①現在の状況について
・現在実施している市の取り組みの状況
・本市の部活動等の実態
②課題について
・課題はどのようなことか
・実証事業を経て、今後の取り組みの方向性は
③地域移行を実施していく上での費用負担軽減策の方向性について
・現在（従来から）の費用負担の軽減策の内容
・今後想定される負担軽減についてのニーズは

３．市内消防署の適正配置について
今後取り組むべき課題である、消防署の適正配置について、市の考えを伺いたい。
①現在の消防署運営の課題について
②将来的な消防署の適正配置をどのように考えているのか

１．重層的支援体制の整備について
（１）福祉総合相談センターの位置付けと包括的相談支援・多機関協働事業の進め方に
ついて
（２）世代や属性にかかわらない重層的支援・包括的相談支援業務と介護保険制度に基
づく地域包括支援センター業務との区別について

２．こども計画　こどもの居場所づくりについて
（１）こどもの居場所づくりに資する事業活動等における評価方法については、定量的
評価は馴染まないことから、定性的評価が原則と考えますが、市の見解を求めます。

３．市民協働における情報の共有について
（１）市民協働で「あたりまえ」とされる情報の共有について、市民との対話を通して
の情報の共有が図られていますか。

４．対話力向上のための職員人材育成メソッドの確立と報告・連絡・相談の徹底につい
て
（１）対話力向上を図るため、日常業務を通しての職員人材育成メソッドの確立が必要
と考えますが、市の見解をお聞きします。
（２）業務における「報告」・「連絡」・「相談」の徹底について、全庁的な取組みは
どのようになっているか、現状をお聞きします。
５．令和７年度　基金繰替運用の状況、及び一時借入れ予定について
（１）実質的な財政状況ともいえる年度の資金繰りの健全性という観点から、令和７年
度における基金繰替運用の状況と一時借入れ予定についてお聞きします。

3月4日 3 戸田　大我

3月4日 4 谷仲　和雄
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１．防災対策における「感震ブレーカー」の普及促進について
（1）小美玉市の防災対策、特に地震発生時の二次被害である「火災」を未然に防ぐた
め「感震ブレーカー」の設置普及を求める
①小美玉市における被害想定と「通電火災」の危険性と現状認識
②公共施設への導入
③防災イベントやモデル地区を通じた実効性の向上

２．救命率向上に向けたAEDの有効活用と「命を守るまちづくり」の推進について
（1）県内のAED設置数は増加傾向にあるが一般市民が
AEDを使用した割合は依然として低水準にある
①小美玉市において「市民により何らかの理由でのAED使用実績」の把握と分析
②公共施設における「24時間アクセス」の確保と屋外設置の推進
③「おみたまAEDステーション」の周知と情報のデジタル化
④女性への使用に対する「心理的ハードル」の払拭と救命教育の強化

１. 県と協同での市内交通の渋滞改善、および安全確保について
（１）堅倉中央信号（国道６号・市道105号線）
慢性的な右折車の渋滞解消に向けて
（２）羽鳥地内ファミリーマート前十字路
（市道103号線・市道118号線）
早朝の小学校送迎時における渋滞解消に向けて
（３）羽鳥駅西口ロータリー・ロータリー付近
（ロータリー・県道278号・市道羽鳥1486号線）
自動車・歩行者の交通安全確保に向けて

２.霞ケ浦導水工事用道路の竣工後の利用方針について
（１）概要（道路種別・経緯等）
（２）国土交通省の方針
（３）小美玉市の方針・今後に向けて

３.旧下吉影小学校跡地の売却に向けた市の取り組みについて
（１）売却に向けた進捗状況
（２）民間事業者へのアプローチ手法
（３）民間事業者選定に向けた重視すべき内容

1．開庁時間の短縮について
（１）DXの推進による書かない窓口、行かない窓口への移行や職員の働き方改革の観点
から開庁時間を短縮する動きが全国の自治体で広がっている。そうした中、施政方針に
おいて開庁時間の短縮に触れられていたが、具体的な内容は
（２）市民サービスの低下となることについての対策は

２.投票環境の充実および投票所集約の効果について
本庁における移動式期日前投票所の導入および投票所集約の取り組みについて、市民の
利便性向上や投票率の推移、投票行動の変化を確認するとともに、集約による費用削減
効果を含めた施策の成果を検証する。
あわせて、今後の展開方針やさらなる投票環境の充実に向けた市の見解を伺う。

３．子育て支援施策における茨城空港を活用した移動支援制度の可能性について
現在実施されている「おみたまっ子応援パッケージ」をはじめとする子育て支援施策に
加え、移動支援・体験支援・交流支援といった視点からの新たな支援策として、市内在
住の子どもを対象とした茨城空港利用時の航空券費用の一部補助制度の導入可能性につ
いて、市の見解を伺う。
1.子育て支援を「保育」「教育」「医療」だけでなく、「移動支援」「体験支援」「交
流支援」へ拡張する考え方について
２．茨城空港を子どもの未来を広げる社会資源として活用する発想について
３．子どもを対象とした茨城空港利用航空券代３割補助制度の実証事業として導入可能
性について
市の所見を伺う。

3月5日 5 内田　和彦

村田　春樹

3月5日 6 鬼田　岳哉

3月5日 7



期日 質問順 質問者 質問内容

小美玉市議会令和８年第１回定例会一般質問通告一覧

１．補聴器購入補助について
（１）補助制度の詳しい説明を
（２）難聴早期発見のための検診制度の確立を

２．農業用廃プラスチックについて
（１）回収負担金高騰の理由について
（２）補助制度の存続は
（３）十分な周知はされているか

３．野焼き対策について
（１）野焼き対策の現状と課題について
（２）野焼き等、火災予防の周知徹底を

４．自然エネルギーの活用について
（１）公共施設の太陽光パネル設置状況は
（２）他の自然エネルギー利用を含め今後の活用についての対策は

５．職員のやる気をはぐくむ人事体制について
（１）早期退職者の現状と課題について
（２）スキルが活かせる部づくりを
（３）すべての職員が正規雇用される社会に

（１）介護報酬における地域区分の現状と本市の対応について
介護報酬の地域区分は、公務員の地域手当に準拠して設定される制度とされています
が、本市の地域区分の現状及び行政職員の地域手当との関係を整理するとともに、県
内・隣接自治体との区分状況を踏まえた本市の介護基盤への影響について検証する必要
があると考えます。そこで、以下の観点から質問します。
①本市の地域区分及びその根拠について
②地域区分が介護人材確保及び事業運営に与える影響について。
③今後の検討及び国への対応方針について。

（２）市営住宅長寿命化計画策定後の進捗及び今後の方向性について
令和７年３月に策定された公営住宅等長寿命化計画に基づき、市営住宅の解体・統合を
含む再編が進められていると思います。そこで、計画策定後の取組状況及び今後の基本
的な方向性について以下の観点から質問します。
①計画策定後の進捗状況及び今後の実施工程について。
②将来の管理戸数の見通し及びその根拠について。
③解体及び改修事業に係る総事業費の見通し並びに国庫補助の確保方針について。

福島　ヤヨヒ

山崎　晴生

3月5日 8

3月5日 9


